
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 大手前大学 
設置者名 学校法人大手前学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

総合文化 総合文化 
夜 ・

通信 
－ 15 15 13 

メディア・芸術 メディア・芸術
夜 ・

通信 
－ 28 28 13 

現代社会 

現代社会 
夜 ・

通信 
－ 14 14 13 

現代社会 

（通信課程） 

夜 ・

通信 
13 13 13 

健康栄養 管理栄養 
夜 ・

通信 
－ 30 30 13 

国際看護 看護 
夜 ・

通信 
－ 38 38 13 

（備考） 

平成 31 年 4月 国際看護学部 看護学科 開設 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大手前大学ホームページにて公表する。https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

(通学課程) https://www.otemae.ac.jp/files/about/2020_daigaku_jitsumu.pdf 

(通信課程) https://www.otemae.ac.jp/files/about/2020_tsushin_jitsumu.pdf 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大手前大学 
設置者名 学校法人大手前学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人大手前学園ホームページ内「学園データ→情報公開」にて公表する。 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 2019.4.1 ～

2023.3.31 
法務 

非常勤 企業代表取締役社長 2018.4.1 ～

2022.3.31 
地域連携 

（備考） 

他 3名 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大手前大学 

設置者名 学校法人大手前学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

(通学課程) 

授業開始前年度から WEB を介して作成していただくよう、担当教員に依頼している。

本学のカリキュラム・ポリシーを示し、担当教員は「授業目的」「各回の授業計画」の

他、「授業時間外学習」「到達目標」「成績評価の基準と方法」などの項目に入力してい

く。また、通学課程では本学独自の「到達基準」（C-PLATS=社会人基礎力を 10の項目に

分け、それぞれ到達基準を示したもの）についても入力を依頼している。入力された内

容については、各学部長及び各メジャー主任、教務課が確認する。 

(通信課程) 

本学通信教育部のカリキュラム・ポリシーを示し、担当教員は「授業目的」「各回の授

業計画」の他、「授業時間外学習」「学習目標」「学習の進め方」「成績評価の基準と方

法」などの項目を明確にしている。内容について、現代社会学部長と通信教育部長、

通信教育部事務室が確認している。 

授業計画書の公表方法 

(通学課程) 

大手前大学ホームページで年度初めに公表する。 
http://sb.otemae.ac.jp/syllabus/SyllabusSearch.aspx 

(通信課程) 

総合学修システムや大学ホームページ内に年度初めに公開して

いる。 

https://dec.otemae.ac.jp/curriculum/syllabus.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

(通学課程) 

成績評価については、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」及び「Ｆ」の 5 段階によって評価し、

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」又は「Ｄ」の評価を得たものについては、所定の単位が与えられる。

成績の評語と意味は次のとおり。 

 

評語 意 味 

Ａ 特に優秀な成績 

Ｂ 優れた成績 

Ｃ 一応その科目の要求を満たす成績 

Ｄ 単位が与えられる最低の成績 

Ｆ 不合格 

 



学生に対しては、配布している冊子「履修ガイド」で成績評価について示すととも

に、各種ガイダンスにおいても周知を図っている。 

 なお、シラバスには「成績評価の基準と方法」の項目を示し、通学課程では記入する

担当教員に「試験、小テスト、レポート等の提出物、発表等、評価方法及びそれぞれ

の評価配分（％）並びに各成績評価（A､B､C､D､F等）の基準を明記してください。ま

た授業への出席は常であることが前提のため、出席は評価方法には含めないでくだ

さい。」と依頼している。 
（通信課程） 

学生に対しては、配布している冊子「学生便覧」で成績評価について示すとともに、

各種ガイダンスや総合学修システム上で学生に周知を図っている。また、シラバスに

は「成績評価の基準と方法」の項目を示し、「確認テスト、レポート、ディスカッショ

ン、単位修得試験等の、評価方法、及び、それぞれの評価配分（％）」を表記している。 

成績評価については、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」及び「Ｆ」の 5 段階によって評価し、

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」又は「Ｄ」の評価を得たものについては、所定の単位が与えられる。

成績の評語と意味は次のとおり。 

評語 意 味 

Ａ 特に優秀な成績 

Ｂ 優れた成績 

Ｃ 一応その科目の要求を満たす成績 

Ｄ 単位が与えられる最低の成績 

Ｆ 不合格 

 

通信授業・メディア授業等のオンライン授業では、各回、確認テストを設け、理解度チ

ェックを行っている。また、各クール毎に単位修得試験（Web試験、または、レポート

試験）においては各回の確認テストをクリアする事を前提条件として単位修得試験を

実施、単位修得試験の学修成果と学生毎の学習時間（オンライン授業視聴時間等）を適

正に評価して単位を与え、又は、履修を認定している。 

学生には、成績照会期間を設け、シラバスに記載のある成績評価方法に照らし合わせ

て自身の成績に疑問がある場合は問合せの機会を設け、「評価ポイント、回答への示唆、

今後の学習分野や学習方法などフィードバック等」を行い、学修アドバイスに繋げてい

る。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

5段階の成績評価に以下のとおりグレードポイントを付し、履修した授業科目の単位

数にこのポイントを乗じ、それらの合計を履修登録単位数の総合計で除して算出する。 

 

    「Ａ」＝4、「Ｂ」＝3、「Ｃ」＝2、「Ｄ」＝1、「Ｆ」＝0 

 

（通学課程） 

特定の学期を対象として算出したものを「学期 GPA」、入学時から通算したものを「通

算 GPA」とし、各学生の担当アドバイザー教員によって、次の履修指導を行っている。 

 

①  学期 GPA が 1.2 未満となった場合には、アドバイザーが学生本人と面談し、 

注意と指導を行う。 

②  通算 GPA が２学期連続して 1.5未満となった場合は、アドバイザーが学生 

本人及び保護者と面談し、注意と指導を行う。 



（通信課程） 
通信課程では、入学時から通算したものを「通算 GPA」とし、「日本語教育実習」

定員超過時の履修者選定基準や奨学金等の継続認定の基準等に利用するとともに、

各学生の学修管理の指標として明示している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大手前大学ホームページにて公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

（通学課程） 

https://www.otemae.ac.jp/files/about/2019_daigaku_seiseki

-bunpu.pdf 

（通信課程） 

冊子「学生便覧」や総合学修システム上で学生に周知。また、大

学ホームページ内に公開している。 

https://www.otemae.ac.jp/files/about/2019_tsushin_seiseki

-bunpu.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（通学課程） 

卒業については、大学全体及び各学部ごとにディプロマ・ポリシーを作成し、示して

いる。 

これらの方針に沿って、修業年限及び各学部、課程で示した卒業要件単位数を学生に

対して示している。 

① 修業年限 

卒業するには、４年以上本学に在学する必要があります。ただし、２年次に編入学し

た者については３年以上、３年次に編入学した者については２年以上となります。 

大学には、休学期間を除き、８年間（編入学した者を除く。）在籍することができま

す。この間に卒業要件を満たす必要があります。 

② 卒業要件単位数等 

卒業するためには、次の要件をすべて満たした上で、卒業の要件となる科目の中から

124 単位以上を修得する必要があります。 

ⅰ）総合文化学部、メディア・芸術学部及び現代社会学部 

ア 以下の必修科目の単位をすべて修得していること。 

・「キャリアデザインⅠ」、「キャリアデザインⅡ」、「キャリアデザインⅢ」及び 

「キャリアデザインⅣ」 

・「英語Ⅰ｣ 及び「情報活用Ⅰ」 

イ 所属する学部（学科）の「ゼミナールⅠ」及び「ゼミナールⅡ」並びに「卒業研 

究」又は「卒業制作」の単位を修得していること。 

ウ 所属する学部（学科）の専攻プログラムからメジャー１つ以上を修めていること。 

ⅱ）健康栄養学部 

ア  以下の必修科目の単位をすべて修得していること。 

・「キャリアデザインⅠ」、「キャリアデザインⅡ」、「キャリアデザインⅢ」及び 

「キャリアデザインⅣ」 

・「英語Ⅰ」及び「情報活用Ⅰ」 

・「応用セミナーⅠ」、「応用セミナーⅡ」、「応用セミナーⅢ」及び 

「応用セミナーⅣ」 

イ  各年次における必修の専攻科目（次号に掲げる科目を除く。）計 96単位をすべて 

修得していること。 

ウ 「管理栄養士特講Ⅰ」及び「管理栄養士特講Ⅱ」又は「卒業研究」の単位を修得 



していること。 

エ  メジャー（主専攻）１つ以上を修めていること。 

オ  入学時からの通算ＧＰＡが 1.5以上であること。 

ⅲ）国際看護学部 

ア  総合科目から、以下の 22単位以上を修得していること。 

・必修 17単位 

・［グローバル社会と言葉］から「看護のための中国語」又は「看護のための韓国

語」のいずれか 1単位及び「Basic Communication in Global Context」又は 

「Listening & Speaking in a Global Society」のいずれか１単位の合計２単位 ・ 

［リベラルアーツ］［グローバル社会と文化］の選択科目から合計３単位以上 

イ  専攻科目の［専門基礎分野］から必修 27単位を修得していること。 

ウ  専攻科目の［専門分野］から必修 73単位を修得していること。 

エ  メジャー（主専攻）を１つ以上修めていること。 

オ  入学時からの通算ＧＰＡが 1.5以上であること。 

（通信課程） 

大学全体及び通信教育部として学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)を作成し、 

Webサイト上で公開している。 

既修得単位を含め 124 単位を修得し、以下の修業年限、スクーリング単位数を満た 

した者は、教授会の議を経て、卒業を認定する。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

卒業要件単位数 

（うちスクーリング要件単位数） 
修業年限 

1 年次入学生 124単位以上（30単位以上） 4 年以上 

2 年次編入学生 124単位以上（22単位以上） 3 年以上 

3 年次編入学生 124単位以上（16単位以上） 2 年以上 

4 年次編入学生 124単位以上（08単位以上） 1 年以上 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

（通学課程） 
大手前大学ホームページにて公表する。 
https://www.otemae.ac.jp/about/policy.html 

（通信課程） 
冊子「学生便覧」や総合学修システム上で学生に周知。また、

大学ホームページ内に公開している。 
https://dec.otemae.ac.jp/about/basic_policy.html 

  



 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 大手前大学 

設置者名 学校法人大手前学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
学校法人大手前学園ホームページにて公表 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 

収支計算書又は損益計算書 
学校法人大手前学園ホームページにて公表 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 

財産目録 
学校法人大手前学園ホームページにて公表 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 

事業報告書 
学校法人大手前学園ホームページにて公表 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 

監事による監査報告（書） 
学校法人大手前学園ホームページにて公表 

https://gakuen.otemae.ac.jp/about/disclosure.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：大手前大学ホームページで公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：大手前大学ホームページで公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

 



（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 総合文化学部 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）総合文化学部総合文化学科は、人類が創造してきた文化的行為を教育研究の対象

とし、学修 活動の中で、文化についての深い洞察力と高い教養を身につけ、異文化に対し

ても広い視野を もって尊重し理解することのできる教養豊かな人材養成を目的とする。 
（大手前大学学則第３条の３（１）） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ         ） 

（概要）本学では、所定の卒業要件を満たし、学修によって修得した知識と能力をもって

社会に貢献することのできる学生に学位を授与します。総合文化学部では、以下の要件を

満たす学生に対して卒業を認定し、学位（学術）を授与します。 

 

1. 文化に対する幅広い視野と教養および専攻領域における専門的能力を修得している。 

2. 高い問題解決能力を備え、多様な人びととともに課題に取り組むことができる。 

3. 学修によって育まれた豊かな人間性と明確な社会的責任感を有する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ   ） 

（概要）総合文化学部は、歴史、文化、国際関係、言語など人類の営為が生み出したさま

ざまな文化的事象を教育研究の対象とし、文化についての深い洞察力と豊かな教養を身に

つけ、異文化に対しても広い視野をもって尊重し理解することのできる教養豊かな人材を

養成するため、以下の方針に基づいて、教育課程を編成し実施します。 

 

1. 文化的事象に関する豊かな教養とともに専攻分野における学術的専門性を身につけ

る。 

2. 異なる文化を多角的、多元的にとらえる広い視野と考察力を育む。 

3. 自ら問題を発見し解決を導く主体的・能動的学修を促す。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ   ） 

（概要）総合文化学部は、本学の建学の精神、目的、使命および教育方針に基づき、以下

の資質を備えた人材を積極的に受け入れます。各種入学試験では、それまでに学習した教

科の基礎的知識・技能および下記の資質を多面的・総合的に評価します。 

 

1. 文化的事象に対する知的好奇心と探究心および自己向上意欲がある。 

2. 文化的事象について学ぶうえで必要とされる基礎的知識と学習能力がある。 

3. 学修成果を活用して社会に貢献しようとする意欲がある。 

 

ついては、学力の 3要素(「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価します。このうち「知識・技能」

では、基礎的な教科の「国語」、「外国語」、「地理歴史」、「公民」、「数学」、「情報」

などの基礎知識・技能を身につけていることが望まれます。また、「思考力・判断力・表

現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」では、一定程度のコミュニケー

ション力や論理的思考力、行動力などを重視します。 

入学者の選抜においては、さまざまな試験をそれぞれの入試種別に応じて組み合わせ、上

記の必要な資質を有しているかを評価します。 

 

  



学部等名 メディア・芸術学部 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）メディア･芸術学部メディア･芸術学科は、芸術、建築、マンガ・アニメーション、

メディア表現を教育研究の対象とし、学修活動の中で、創造力と表現力を修得し、文化的

に人間生活を考える素養を備えた感性豊かな人材養成を目的とする。 

（大手前大学学則第３条の３（２）） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）本学では、所定の卒業要件を満たし、学修によって修得した知識と能力をもって

社会に貢献することのできる学生に学位を授与します。メディア・芸術学部では、以下の

要件を満たす学生に対して卒業を認定し、学位（学術）を授与します。 

 

1. 専門分野で培った創造的な構想力をもって社会にかかわっていくことができる。 

2. 他者、社会、世界に関心を示し、多様な人々と協働して問題を解決することができる。 

3. 良質な価値観を持って、文化的で豊かな社会を構築する力となれる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）メディア･芸術学部は、芸術、建築、マンガ・アニメーション、メディア表現を教

育研究の対象とし、理論と実践による多様な学修活動を通じて、創造的な構想力と表現力

を修得し、文化的に人間生活を考える素養を備えた感性豊かな人材を養成するため、以下

の方針に基づいて教育課程を編成・実施します。 

 

1. 広範な芸術文化活動を理解し、創造的な構想力と表現力を生み出す素養を高める。 

2. 専攻分野の特徴と目的に応じて、社会現場で必要とされる実践的な専門知識、技能等

の修得をはかる。 

3. 現代社会における文化の潮流を構造的に理解し、自らが情報発信できる力を身につけ

るとともに、他者との協働の中で新たな自分を発見し、総合的な力をつける。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）メディア・芸術学部は、本学の建学の精神、目的、使命および教育方針に基づき、

以下の資質を備えた人材を積極的に受け入れます。各種入学試験では、それまでに学習し

た教科の基礎的知識・技能および下記の資質を多面的・総合的に評価します。 

 

1. 創造的表現活動に対する関心・旺盛な探究心と自己を高めようとする強い意欲がある。 

2. 他者とコミュニケーションを取りながら協調・協働し、問題解決をしようとする意欲

がある。 

3. 将来に対して明確な目標を持ち、自らの夢に向かって挑戦する意志がある。 

 

ついては、学力の 3要素(「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価します。このうち「知識・技能」

では、基礎的な教科の「国語」、「外国語」、「地理歴史」、「数学」、「情報」、「芸術」

などの基礎知識・技能を身につけていることが望まれます。また、「思考力・判断力・表

現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」では、一定程度のコミュニケー

ション力や論理的思考力、行動力などを重視します。 

入学者の選抜においては、さまざまな試験をそれぞれの入試種別に応じて組み合わせ、上

記の必要な資質を有しているかを評価します。 

 

  



学部等名 現代社会学部 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）現代社会学部現代社会学科は、国内外の社会現象を教育研究の対象とし、学修活

動の中で、現代社会の諸問題を発見・理解できる力を身につけ、社会人基礎力を備えた幅

広く社会で活躍できる人材養成を目的とする。（大手前大学学則第３条の３（３）） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）本学では、所定の卒業要件を満たし、学修によって修得した知識と能力をもって

社会に貢献することのできる学生に学位を授与します。現代社会学部では、以下の要件を

満たす学生に対して卒業を認定し、学位（学術）を授与します。 

 

1. 豊かな教養と旺盛な自己開発精神、専攻領域における専門知識を修得している。 

2. 優れた国際感覚とコミュニケーション能力を備えている。 

3. 学修によって育まれた豊かな人間性と、社会に貢献する意欲と能力を備えている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）現代社会学部は、国内外の社会現象を教育研究の対象とし、現代社会の諸課題を

発見・理解できる基礎力を備え、社会で活躍できる人材の養成を目指すため、以下の方針

に基づいて、教育課程を編成し実施します。 

 

1. 社会のさまざまな活動を理解し、洞察力、創造力等を高める。 

2. 社会の課題を発見し、解決を導く能動的な学修を行う。 

3. 専攻分野における、実践的な専門知識、技能等の修得をはかる。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）現代社会学部は、本学の建学の精神、目的、使命および教育方針に基づき、現代

社会のさまざまな事象や課題を自律的に考え解き明かし、多様な学問領域に挑戦する、以

下の資質を備えた人材を積極的に受け入れます。各種入学試験では、それまでに学習した

教科の基礎的知識・技能および下記の資質を多面的・総合的に評価します。 

 

1. 現代社会のさまざまな事象・課題に対する関心・旺盛な探究心と向上心がある。 

2. 他者とのコミュニケーションを積極的にとり、課題解決をしようとする意欲がある。 

3. 未来に向かって創造性に積極的に取り組む意志がある。 

 

ついては、学力の 3要素(「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価します。このうち「知識・技能」

では、基礎的な教科の「国語」、「外国語」、「地理歴史」、「公民」、「数学」、「情報」

などの基礎知識・技能を身につけていることが望まれます。また、「思考力・判断力・表

現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」では、一定程度のコミュニケー

ション力や論理的思考力、行動力などを重視します。 

入学者の選抜においては、さまざまな試験をそれぞれの入試種別に応じて組み合わせ、上

記の必要な資質を有しているかを評価します。 

 

  



学部等名 現代社会学部（通信教育課程） 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学通信教育部ホームページ ） 

（概要）国内外の社会問題を教育研究の対象とし、学修活動の中でグローバル化、情報化

が進んだ現代社会にあって、諸課題を発見・理解できる力やコミュニケーション力を身に

つけ、社会人基礎力を備え、企業社会など、幅広い社会分野で活躍できる人材の養成を目

的とする。（大手前大学通信教育部規程第４条） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学通信教育部ホームページ ） 

（概要）大手前大学通信教育部は、リベラルアーツ教育を通して高度な学際的知識と汎用

的能力を修得した学生に対して卒業を認定し、学位を授与します。 

本学は、学位授与者が以下の知識・能力・態度を身につけていることを保証します。 

 

1. 生涯学び続け自己を高めようとする意欲と強い意志を持っている。 

2. 困難な問題を解決に導く知識と汎用的能力を修得し、高度化した現代社会においてそ

れらを駆使して思考し、決断し、行動して社会に貢献することができる。 

3. 高い倫理観を持ち、美しく豊かに生きるための人間力を具備している。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学通信教育部ホームペー

ジ ） 

（概要）大手前大学通信教育部は、以下の三つの方針に基づいて教育課程を編成します。 

 

1. リベラルアーツ教育による、高度な学際的知識および汎用的能力を修得できるカリキ

ュラム体系を構築する。 

2. 学生の学修ニーズに応じて、「幅広い分野の学際的学修」と「専門分野の体系的学修」

が両立するカリキュラム体系を構築する。 

3. 現代社会が求める学びのニーズに即応する柔軟なカリキュラム編成を行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学通信教育部ホームページ ） 

（概要）大手前大学通信教育部は、本学の建学の精神、目的、使命及び教育方針に共感し、

大学での学びに必要な基礎的知識・能力・態度、および日本語能力を持ち、かつ以下に示

す学びへの学修意欲と強い意志を持った入学者を積極的に受け入れます。 

 

1. 高いレベルの教養や判断力・決断力・行動力の修得意欲 

2. 知識・能力・資格・学位を獲得してキャリアアップやキャリアチェンジしようとする

意欲、およびそれを成就させる強い意志 

3. 生涯学び続けるための旺盛な好奇心・探究心および学修意欲 

 

 

学部等名 健康栄養学部 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）健康栄養学部管理栄養学科は、複雑多様化した健康課題を教育研究の対象とし、

学修活動の中で、コミュニケーション能力、企画力、及び実行力を身につけ、幅広い教養、

高度な専門知識・技能、豊かな人間性を兼ね備えた、国民の健康向上に貢献できる人材養

成を目的とする。（大手前大学学則第３条の３（４）） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）健康栄養学部の学生には、４年間における学びおよびボランティア活動などの課

外活動を通して、健康と栄養の専門家として社会に貢献できる人材として認める学生に対

し卒業認定し、学位（栄養学）を授与します。所定の期間在学し、使命および教育方針に

基づいて設定された授業科目を履修して、厳正な成績評価のもと基準となる単位数、成績

評価基準を満たすことを学位授与の基準とします。 



本学は、学位授与者が以下の知識・能力・態度を身につけていることを保証します。 

 

1. 実践的な管理栄養士として必要な資質を保持するとともに、管理栄養士国家試験に挑

戦できるレベルの総合的な能力を有している。 

2. 豊かな人間性と高い倫理観と社会的責任感を有している。 

3. 自ら問題を発見し、多様な人々と協働して問題を解決することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）健康栄養学部は、「食」を通じて人々の健康および生活の質向上を支援する管理

栄養の専門家として、医療、福祉をはじめスポーツ、学校、企業など幅広い分野で社会に

貢献できる人材を養成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成・実施します。 

 

1. 全てのカリキュラムは食と健康のスペシャリストを養成すると同時に、豊かな人間性、

高い倫理観、困難を克服する問題解決能力など、社会人としての基盤的能力を養成す

るものとする。 

2. 専攻科目のうち、基礎教育分野では、社会人経験者を含めたあらゆる学生に対応でき

るよう、健康と栄養の専門家に必要な自然科学系を重視したカリキュラムとする。 

3. 専攻科目のうち、専門教育分野では、最新の研究成果を取り入れ、社会現場で豊富な

経験を持つ医師、薬剤師および管理栄養士による講義および実習を充実させ、社会現

場で即戦力となる実践的な専門家の養成をはかる。 

4. 医療、福祉をはじめ多様な分野において必要な専門知識・技能等、および個人の状況

に応じた栄養指導のための高度な専門知識・技術等の修得をはかる。 

5. 成績評価は厳正に行い、成績（Grade Point Average＝ＧＰＡ）に基づく適正な学修量

を測り、質の高い学修に導く。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）健康栄養学部は、本学の建学の精神、目的、使命および教育方針に基づき、自ら

課題を探求し自律的に考え行動して解決の道を切り拓く意欲と能力に富み、食を通じて国

民の健康向上への貢献を志す学生を受け入れます。 

多様な能力を持った学生を幅広く受け入れるために、多種の選抜方法を用意し公正かつ厳

正な選考を行います。 

本学は以下の資質を備えた人材を積極的に受け入れます。 

 

1. 健康と栄養に対する強い関心と旺盛な探究心および自己成長意欲 

2. 健康と栄養の専門家として社会に貢献しようとする高い志 

3. 管理栄養士を目指すための基盤となる知識・能力 

 

ついては、学力の 3要素(「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多

様な人々と協働して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価します。このうち「知識・技能」

では、基礎的な教科の「国語」、「外国語」、「生物」、「化学」、「数学」などの基礎知

識・技能を身につけていることが望まれます。また、「思考力・判断力・表現力」「主体性

を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」では、一定程度のコミュニケーション力や論理

的思考力、行動力などを重視します。 

入学者の選抜においては、さまざまな試験をそれぞれの入試種別に応じて組み合わせ、上

記の必要な資質を有しているかを評価します。 

 

  



学部等名 国際看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）国際看護学部看護学科は、国際化する社会で暮らす多様な人々への看護に関する

課題を教育研究の対象とし、グローバルな視野に立った教養を基礎とする知識・技能・態

度を身につけ、全ての人が人らしく生きるための支援を実践できる人材養成を目的とする。


（大手前大学学則第３条の３（５）） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）国際看護学部は、学内での学びと国内外の広範な地域における学術交流活動を通

して、グローバルな視野に立った教養を基礎とする知識および看護学の専門知識・技術・

態度を修得し、国際化する社会において看護の専門家としての基盤的能力を修得した学生

に対して卒業を認定し、学位（看護学）を授与します。所定の期間在学し、使命および教

育方針に基づいて設定された授業科目を履修して厳正な成績評価のもと基準となる単位

数、成績評価基準を満たすことを学位授与の条件とします。 

本学は、学位授与者が以下の知識・能力・態度を身につけていることを保証します。 

 

1. 対象者が求める健康支援と看護を多職種と連携・協働しながら実践するための知識お

よび技術を有している 。 

2. 看護職者として課題を見出し、克服するために、主体的に課題に取り組むことができ

る。また看護問題・課題の解決に向けて、必要な論理的・実践的知識および資源を活

用し、適切な看護方法を計画し安全かつ的確に行動することができる。 

3. 国際化する社会に暮らす人々に寄り添い、多様な人々の営みを理解、受容し、個人の

価値観、信念、宗教観、生き方を尊重することができる等、グローバル人材としての

資質を有している。 

4. 国際化する社会に貢献するグローバル人材として、臆することなく英語を主とする外

国語でのコミュニケーションを図ることができ、かつ看護職者として医療現場におい

て適切な医療英語を使った対応ができる。 

5. 各個人が有する多面的な価値観や伝統、および生活様式の多様性を受容する豊かな人

間性と、人の健康と命に寄り添う高い倫理観と人権意識を持ち、看護の専門家として

国際化する社会に貢献するという強い社会的責任感を有している。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）国際看護学部は、国際化する社会で暮らす多様な人々を対象に、人々の営みや価

値観の違いを理解、受容する広い視野を持ち、対象者のニーズに応じた健康支援と看護を

実践するグローバル人材としての看護師を養成するため、以下の方針に基づき教育課程を

編成し実施します。 

 

1. 多様な人々の価値観や文化の違いを受容し行動するグローバル人材としての資質を養

うため、日本人だけでなく、定住外国人や訪日外国人、帰国者、渡航者および在外日

本人と、彼ら/彼女らを支援する人々の活動を理解するための科目を開講する。 

2. 国際化する社会の一員として、英語を中心に中国語や韓国語等の外国語を学ぶ。特に

英語は１年次春学期から会話力や表現力を培うためネイティブスピーカーによる演習

を実施するとともに、医療現場での対応を想定した医療英語を体系的に学び、臆する

ことなく外国語でのコミュニケーションを図ることができる能力を身に付ける。 

3. 総合科目のうち基礎分野ではスポーツやセルフケアに関する知識を習得し、専攻科目

の専門基礎分野において人のライフサイクルや相手を尊重し傾聴する姿勢を学ぶこと

で、多様な人々に寄り添った健康支援を行う看護師としてのコミュニケーション能力

と対人スキルを高める。 

4. 看護に求められる多様な人と場を理解するため、阪神地区を基盤とした実習を１年次

春学期から展開し、４年間を通して国内外での実習経験を積み重ねることで、対象者

ひとりひとりに応じた健康支援の必要性を理解するとともに、看護の実践力を身に付



ける。 

5. 専攻科目のうち専門基礎分野では、健康や疾病を理解する基礎医学関連科目を配置し、

人体への科学的根拠に基づく理解を深めるとともに、看護職としての倫理観を身に付

ける。 

6. 専攻科目のうち専門分野では、各領域に社会の国際化を反映した科目を配置し、海外

での研究活動経験や医療現場での豊富な臨床経験を持つ看護師、助産師、保健師、医

師等による最新の研究成果を取り入れた授業を行うことで、それぞれの領域を通した

グローバルな視野と看護における課題を理解する。 

7. 実習では少人数グループを編成して教員と共に実習施設での看護の実践を行うと同時

に、各人が対応したケースを全員で共有しながら振り返りを行うことで、複雑多岐に

わたる医療現場のなかで多職種と連携して主体的・対話的に看護実践の応用力を発揮

するための適切な看護の専門的知識と技術を身に付ける。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大手前大学ホームページ    ） 

（概要）国際看護学部は、本学の建学の精神、目的、使命および教育方針に共感し、自ら

課題を探求し自律的に考え行動して解決の道を切り拓く意欲と能力に富み、多様性を有す

る対象者への看護を通じて国際化する社会に暮らす人々の健康支援とその向上に貢献する

グローバル人材としての看護師を志す学生を受け入れます。 

多様な能力を持った学生を幅広く受け入れるために、多種の選抜方式を用意し公正かつ厳

正な選考を行います。 

本学は以下の資質を備えた人材を積極的に受け入れます。 

 

1. 国際化する社会で暮らす人々への看護と健康支援に対する強い関心と旺盛な探究心お

よび自己成長に対する意欲を有している。 

2. 看護職者が国際化する社会において果たす使命や役割について理解し、看護の専門家

としてグローバルな社会に貢献しようとする熱意と意欲を有している。 

3. 多様性を理解、受容するグローバル人材としての看護師を目指すための基盤となる知

識・能力を有している。 

 

具体的には、学力の 3要素(「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価します。このうち「思考力・判

断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」では、本学で看護を学

ぶ意欲と一定程度のコミュニケーション能力や論理的思考力、行動力等の資質を重視しま

す。「知識・技能」では、多様な人々を理解、受容し適切なコミュニケーションをはかる

基盤となる「国語」、「外国語」と、看護の基礎となる「生物」、「化学」、「数学」に関

する基本的な知識・技能を有していることが望まれます 。 

入学者の選抜においては、さまざまな試験をそれぞれの入試種別に応じて組み合わせ、上

記の必要な資質を有しているかを評価します。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：大手前大学ホームページで公表する。 

(通学課程) https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

(通信課程) https://dec.otemae.ac.jp/about/basic_policy.html 

 

  



③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 
学長 1・ 

副学長 3人 
－ 

4人 

総合文化学部 － 12人 10人 0人 0人 0人 22人 

メディア・芸術学部 － 15人 7人 0人 0人 0人 22人 

現代社会学部 － 15人 10人 3人 0人 0人 28人 

健康栄養学部 － 7人 5人 2人 0人 0人 14人 

国際看護学部 － 5人 6人 8人 9人 2人 30人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 208人 208人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

大手前大学ホームページ→教員紹介→研究者業績検索システム 

http://kg.otemae.ac.jp/gyoseki/japanese/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

総合文化 190人 196人 103.2％ 776人 784人 101.0％ 6人 13人 

ﾒﾃﾞｨｱ・芸術 180人 194人 107.8％ 736人 764人 103.0％ 6人 14人 

現代社会 220人 246人 111.8％ 896人 960人 107.0％ 6人 17人 

現代社会 
（通信教育課程） 500人 122人 24.4％ 3,000人 2,078人 69.3％ 500人 147人 

健康栄養 80人 54人 67.5％ 352人 315人 89.0％ 16人 11人 

国際看護 80人 80人 100.0％ 160人 161人 100.6％ ― ― 

合計 1,250人 893人 71.4％ 5,920人 5,063人 85.5％ 534人 202人 

（備考）国際看護学部 平成 31年 4月開設、2年次生まで在籍 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

総合文化 
132人 

（100％） 

1人 

（0.8％） 

 106人 

  （80.3％） 

25人 

 （18.9％） 

メディア・ 

芸術 
148人 

（100％） 

1人 

 （0.7％） 

124人 

 （83.8％） 

23人 

 （15.5％） 



現代社会 
168人 

（100％） 

2人 

（1.2％） 

135人 

（80.4％） 

31人 

（18.5％） 

健康栄養 
80人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

75人 

（93.8％） 

5人 

（ 6.3％） 

合計 
528人 

（100％） 

4人 

（0.8％） 

440人 

（83.3％） 

84人 

（15.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

大和ハウス工業(株)、(株)但馬銀行、(株)ライフコーポレーション、(株)関西スーパーマーケット 

（備考）現代社会学部通信教育課程 卒業者数 401人 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

（通学課程） 

  シラバス作成に関しては依頼時に本学のカリキュラム・ポリシーを示し、担当教員は

「授業目的」「各回の授業計画」の他、「授業時間外学習」「到達目標」「成績評価の基

準と方法」などの項目を入力していく。また、通学課程においては本学独自の「到達基準」

（C-PLATS=社会人基礎力を 10 の項目に分け、それぞれ到達基準を示したもの）について

も入力を依頼している。入力された内容については、学部長及び各メジャー主任が確認の

うえ、学生に対して本学の総合学修システム(LMS)で、外部に対しては本学ホームページ

で公表を行っている。 

（通信課程） 
毎年、7月頃の通信連絡協議会や教務委員会等で次年度「年間授業計画」について審議、

承認される。各教員は本学のカリキュラム・ポリシーに沿った「授業目的」「各回の授業

計画」の他、「授業時間外学習」「到達目標」「成績評価の基準と方法」などシラバスに

まとめていく。通信教育部の授業方法は大きく３つあり、通信授業（教材授業）、メディ

ア授業／メディア（ライブ）授業、スクールリングとそれぞれ学修をはかどり易い授業方

法により、授業は進められる。 

シラバスの内容については、通信教育部長及び各プログラム主任等が確認のうえ、学生に

対して本学の総合学修管理システム(LMS)で、外部に対しては本学ホームページで公表を

行っている。 

 

  



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

  （通学課程） 

学習成果にかかる成績評価については、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」及び「Ｆ」の 5段階

によって評価し、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」又は「Ｄ」の評価を得たものについては、所定の単

位が与えられる。成績の評語と意味は次のとおり。 

評語 意 味 

Ａ 特に優秀な成績 

Ｂ 優れた成績 

Ｃ 一応その科目の要求を満たす成績 

Ｄ 単位が与えられる最低の成績 

Ｆ 不合格 

 

学生に対しては、配布している冊子「履修ガイド」で成績評価について示すとともに、

各種ガイダンスにおいても周知を図っている。 

  

   卒業については、大学全体及び各学部ごとにディプロマ・ポリシーを作成し、示して

いる。これらの方針に沿って、修業年限及び各学部で示した卒業要件単位数を学生に対し

て示している。 

① 修業年限 

卒業するには、４年以上本学に在学する必要がある。ただし、２年次に編入学した 

者については３年以上、３年次に編入学した者については２年以上となる。 

大学には、休学期間を除き、８年間（編入学した者を除く。）在籍することができる。

この間に卒業要件を満たす必要がある。 

 

② 卒業要件単位数等 

卒業するためには、次の要件をすべて満たした上で、卒業の要件となる科目の中から 

124 単位以上を修得する必要がある。 

 

ⅰ）総合文化学部、メディア・芸術学部及び現代社会学部 

ア 以下の必修科目の単位をすべて修得していること。 

・「キャリアデザインⅠ」、「キャリアデザインⅡ」、「キャリアデザインⅢ」及び「キ

ャリアデザインⅣ」 

・「英語Ⅰ｣及び「情報活用Ⅰ」 

イ 所属する学部（学科）の「ゼミナールⅠ」及び「ゼミナールⅡ」並びに「卒業研究」

又は「卒業制作」の単位を修得していること。 

ウ 所属する学部（学科）の専攻プログラムからメジャー１つ以上を修めていること。 

ⅱ）健康栄養学部 

ア  以下の必修科目の単位をすべて修得していること。 

・「キャリアデザインⅠ」、「キャリアデザインⅡ」、「キャリアデザインⅢ」及び「キ

ャリアデザインⅣ」 

・「英語Ⅰ」及び情報活用Ⅰ」 

・「応用セミナーⅠ」、「応用セミナーⅡ」、「応用セミナーⅢ」及び「応用セミナー

Ⅳ」 

イ  各年次における必修の専攻科目（次号に掲げる科目を除く。）計 96単位をすべて

修得していること。 

ウ  「管理栄養士特講Ⅰ」及び「管理栄養士特講Ⅱ」又は「卒業研究」の単位を修得し

ていること。 



エ  メジャー（主専攻）１つ以上を修めていること。 

オ  入学時からの通算ＧＰＡが 1.5以上であること。 

ⅲ）国際看護学部 

ア  総合科目から、以下の 22単位以上を修得していること。 

・ 必修 17 単位 

・ [グローバル社会と言葉］から「看護のための中国語」又は「看護のための韓国語」

のいずれか 1単位及び「Basic Communication in Global Context」又は 

「Listening & Speaking in a Global Society」のいずれか１単位の合計２単位 ・ 

［リベラルアーツ］［グローバル社会と文化］の選択科目から合計３単位以上 

 

イ  専攻科目の［専門基礎分野］から必修 27単位を修得していること。 

ウ  専攻科目の［専門分野］から必修 73単位を修得していること。 

エ  メジャー（主専攻）を１つ以上修めていること。 

オ  入学時からの通算ＧＰＡが 1.5以上であること。 

 

上記、卒業の認定に関する基準は、学生に対しては本学の総合学修システムで、外部に

対しては本学ホームページで公表を行っている。 

（通信課程） 

  学習成果にかかる成績評価については、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」及び「Ｆ」の 5段階

によって評価し、「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」又は「Ｄ」の評価を得たものについては、所定の単

位が与えられる。成績の評語と意味は次のとおり。 

 

評語 意 味 

Ａ 特に優秀な成績 

Ｂ 優れた成績 

Ｃ 一応その科目の要求を満たす成績 

Ｄ 単位が与えられる最低の成績 

Ｆ 不合格 

 

学生に対しては、配布している冊子「学生便覧」で成績評価について示すとともに、 

各種ガイダンスや総合学修管理システム等においても周知を図っている。 

  

   卒業についてはディプロマ・ポリシーを作成し、示している。（別紙参照）これらの方

針に沿って、修業年限及び卒業要件単位数を学生に対して示している。 

③ 修業年限 

卒業するには、４年以上本学に在学する必要がある。ただし、２年次に編入学した 

者については３年以上、３年次に編入学した者については２年以上となる。 

大学には、休学期間を除き、８年間（編入学した者を除く。）在籍することができる。

この間に卒業要件を満たす必要がある。 

④ 卒業要件単位数等 

卒業するためには、次の要件をすべて満たした上で、卒業の要件となる科目の中から 

124 単位以上を修得する必要がある。 

既修得単位を含め 124単位を修得し、以下の修業年限、スクーリング単位数を満たした

者は、教授会の議を経て、卒業を認定する。 



 

 
 卒業要件単位数 

（うちスクーリング要件単位数） 
修業年限 

1 年次入学生 124単位以上（30単位以上） 4 年以上 

2 年次編入学生 124単位以上（22単位以上） 3 年以上 

3 年次編入学生 124単位以上（16単位以上） 2 年以上 

4 年次編入学生 124単位以上（08単位以上） 1 年以上 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

総合文化 総合文化 124単位 有 20～26単位（半期） 

ﾒﾃﾞｨｱ・芸術 ﾒﾃﾞｨｱ・芸術 124単位 有 20～26単位（半期） 

現代社会 

現代社会 124単位 有 20～26単位（半期） 

現代社会 
(通信教育課程) 

124単位 有 42単位（年間） 

健康栄養 管理栄養 124単位 有 20～26単位（半期） 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：大手前大学ホームページにて公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/files/faculty/guide2018.pdf 

（通学課程） 

本学ではＣＡＰ制度を導入している。（ＣＡＰとは、１学期におけ

る履修登録単位数の上限のことをいう。）本制度は、各学期における

学修計画・生活計画をしっかり立て、目標を適切な範囲で設定し、無

理なく着実に単位を修得し、さらによい成績評価を得るための制度で

ある。ＧＰＡに基づく履修登録単位数上限の変動学期ごとに履修登録

できる単位数の上限（ＣＡＰ）は、前学期のＧＰＡにより次のとおり

変動する。 

  

原則として            20単位 

前学期のＧＰＡが 2.5以上 3.0未満 22単位 

前学期のＧＰＡが 3.0以上 3.5未満 24単位 

前学期のＧＰＡが 3.5以上     26単位 

 

なお、入学時の学期（編入学を含む。）のＣＡＰは、20単位。 

（通信課程） 

ＧＰＡ制度を用いて、成績優秀者を卒業時に表彰することにより、学

生の学修意欲向上に努めている。 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：大手前大学ホームページにて公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/files/about/2018_daigaku_enquete.pdf 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

大手前大学ホームページ及び大学案内パンフレットにて公表する。 

[教育施設]https://www.otemae.ac.jp/institution/education/ 

[大学案内パンフレット請求方法]https://www.otemae.ac.jp/request/ 

 

  



 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

総合文化 総合文化 
810,000 円 240,000 円 240,000 円 施設設備費 

780,000 円 円 240,000 円 2～4 年次生 

メディア・芸術 メディア・芸術 
810,000 円 240,000 円 240,000 円 施設設備費 

780,000 円 円 240,000 円 2～4 年次生 

現代社会 

現代社会 
810,000 円 240,000円 240,000 円 施設設備費 

780,000 円 円 240,000 円 2～4 年次生 

現代社会 

（通信教育課程） 

326,000 円 20,000 円 24,000円 
在籍料 

10 月入学生は授業料・在籍料が半

額 

316,000 円 円 24,000 円 
在籍料 

2～4 年次生、10 月入学の卒業年

次生は半額 

健康栄養 管理栄養 860,000 円 270,000 円 390,000 円 教育充実費、施設設備費 

国際看護 看護 1,000,000 円 270,000 円 620,000 円 教育施設充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

  （通学課程） 

 本学では、専任教員がアドバイザーとして学生一人ひとりを担当し、学修その他に関する

指導を行っている。アドバイザーは、担当する学生の履修登録、授業への出席状況、成績や

就職活動状況などを絶えずモニターし、必要に応じて学生に助言や指導を行う。 

年間を通じた指導では、アドバイザーは、担当する学生の学修（出席情報の把握を含む。）

を指導し、進路決定や学籍異動（留学・転部・転籍・休学・復学・退学）に関する相談に応

じる。 

 また、学期ごとには、毎学期の履修について助言・指導し、学業成績に基づいて学生本

人・保護者と面談する。保護者会においては、保護者からの相談に応じる体制を整えてい

る。 

（通信課程） 

 学修アドバイザーを配置し、学修計画や学修上での相談・問い合わせ等の先任者として、

科目担当教員、事務室スタッフ以外の相談者として学生の支援・相談を担っている。学修ア

ドバイザーは、個別相談対応だけでなく、履修登録前後や授業開始後、単位修得試験前後な

ど学生が悩みそうな時期や学修がストップ（履修履歴等により学生の学習やアクセス数が減

少する時期等）に学習メッセージを送付するなど、学修全般に対する支援を行っている。 

また、若年者層には基礎ゼミを履修する事を推奨し、担当教員との個別面談を実施するなど 

通信教育の学習形態である一人で学修する事の不安や孤独感を少なくするような支援を実施

している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）  

（通学課程） 

学生が卒業後の具体的なキャリアを構築するための１、２年生向け必修科目「キャリアデ

ザイン」の他、正課科目「職業選択演習」を通じて教育課程を整備している。 

 また、就職支援においては、就職希望学生の全員を対象として個別に「進路希望登録」を

行ったうえで、毎年変化する企業の採用動向を見極めながら、本学の多様な学びに則した多

彩な進路決定のための相談体制を敷いている。 



（通信課程） 

オンライン・キャリアサポート、対面キャリアカウンセリングを専門業者に委託。正科生は

専門のキャリアカウンセラーからカウンセリングやアドバイスを受ける事が出来る。＊本サ

ービスでは求人紹介等は行わない。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に係る支援を行うために、「健康相談室」「学生相談室」を設置し、相

談が必要な学生が利用できるようにしている。 

 

○『健康相談室』は授業期間中の月～金曜日の 9:00～17:00 に開室しており、健康相談およ

び救急処置等に応じている。年に 1 度の健康診断を実施、結果をもとに健康指導や、身体の

異常、苦痛、不安等を感じたら、一人で悩むことなく気軽に来室するように紹介している。

早期に適切な対策を立てれば解決することが多く、必要な時は学校医に相談したり、信頼の

できる各科の専門医の紹介も行っている。 

 

大学学校医 

甲南回生 松本クリニック 

診療科目 内科・外科・整形外科・皮フ科・泌尿器科 

所在地  芦屋市三条南町 13-16 ソレイユ芦屋 3F 

 

○『学生相談室』は、心身の健康を図るためカウンセリングを行っている。誰もが経験する

様々な悩みや問題について、専門のカウンセラーが相談に応じている。利用方法や開室日時

については、ガイダンスで資料を配布、各キャンパス内の各掲示板に掲示している。 

  

 学生相談室開室日時  

さくら夙川キャンパス 授業期間中の月・火・水・木 9：50～16：50の予約制 

いたみ稲野キャンパス 授業期間中の月・火・水・金 9：50～16：50の予約制 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：大手前大学ホームページで公表する。 

https://www.otemae.ac.jp/about/info.html 

 

  



（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請の場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 大手前大学 

設置者名 学校法人大手前学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
0人 0人 0人 

内 

訳 

0人 0人 0人  

0人 0人 0人  

0人 0人 0人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0人 

合計（年間）   0人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0人 

 

 

 



（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0人 0人 0人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0人 0人 0人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0人 0人 0人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
0人 0人 0人 

計 0人 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0人 前半期 0人 後半期 0人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 0人 

３月以上の停学 0人 

年間計 0人 



（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0人 

訓告 0人 

年間計 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
0人 人 人 

計 1人 人 人 



（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


